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朝陽を拝む者は多いが、夕陽を拝む者は少ない

表題は、ある方からいただいたメールに「恩師の言葉」として紹介されていた言葉です。
「朝陽を拝む」は、「願望を語る」者で、「夕陽を拝む」は「感謝を語る」者であり、年末

・年始の心のもちようを戒める言葉のようです。著名人の言葉かとネットで調べたところ、以
下のような文に出会いました。

南蔵院というお寺を訪ねたとき、住職の林覚乗師の「夕日」という書に出会いました。「正月に
初日の出を拝む人は多いが、大晦日の夕日を拝む人は少ない。毎年大晦日の夕日を眺め、お天道
様、今年一年ありがとうございました、と感謝できる人こそが豊かな人生を送ることができるので
はないか」というものです。
「初日の祈りは、ややもすると『今年一年がよい年であるように』という要求心が起こりやすい

ものですが、一年最後の夕日を拝むのは、一年の出来事に対して、ただ『ありがとうございました』
の一念だけなのです。 （「モラロジー道徳教育財団」ＨＰより）

夕日で思い出すのは、高校生の頃登った北アルプスの白馬連峰の稜線から眺めた大きな太陽
です。どんないきさつかは忘れましたが、先輩と２人でテントをもって白馬大雪渓を登り、山
々を縦走しようと計画を立てました、ところが、発熱を押して決行した私が、早朝から降る雨
に打たれ完全にバテて歩けなくなりました。仕方なく、出発１時間ほどの幕営地（テントを張
っても良い場所）で初日の行程を中止しました。一日計画がずれたことで、先輩には大きな迷
惑をかけたのですが（用意した食料では不足し、チョコレートが昼食となり、山小屋での高級
カップラーメンが夕食になりました）、練習では鬼のような先輩がとても優しくいたわってく
れました。山行の何日目かの夕方、どこかの幕営地から（４０年も前のことで思い出せません）、
雲海の彼方に沈む大きく真っ赤な太陽を眺めました。その時私の胸に湧いたのが、「感謝」と
「生きている喜び」でした。
今、東京で日の出や日没を見るためには、特別な計画や行動をしなければなりません。また、

忙しさのあまり、気づいたら日が暮れている日々です。しかしたとえ夕日や朝日を見逃しても、
時にはそんな気持ちで一日を終える、また一日を迎える心の余裕をもっていたいものですね。

自分は誰のために何ができるか

１月１日の能登半島地震は、発生から一週間がたちました。依然安否不明者は３００人を超
え、不安な生活に終わりは見えません。能登半島で起きている状況に心痛める毎日ですが、こ
の度、石川県立輪島高等学校のホームページに、平野敏校長先生が日記を掲載していることを
知りました。
１月３日には、学校の惨状に絶句した様子を、同じ日に、始業式で予定していた「箱根駅伝」

の伝統と困難を乗り越える大切さの講話を投稿されています。翌４日には、３度投稿されてい
ます。①もはや取り壊すしかないご自身の家から新婚旅行の思い出のぬいぐるみを持ち出した
こと、②６年度の志願者（中学校３年生）への応援メッセージ、③避難所開設に向け、教員、
ＯＢ，ＯＧが手伝いに集まってくれたこと、自衛隊の活動や国内外からの炊き出しの様子、避
難所にいた生徒会長がほとんどの生徒の安否情報をつかんでいてホッとしたことが記されてい
ます。５日には、電気が戻ったこと、しかし次々に生じるアクシデントへの対応を。６日には
「被災地が必要としているもの」についてを。
７日には「自分は誰のために何ができるか」という題で、東日本大震災で被災した大谷翔平

さん、佐々木朗希さん、羽生結弦さんの例を挙げ、困難を乗り越えた後の人の強さを記してい
ます。（この内容について、９日の全校集会で紹介をしました）
過去の災害が教訓となり防げた被害もありましたが、人間の力では防ぎきれないのが天災で

す。東京に直下型大地震が起きたらどうなるのか、どう行動するのかも考えながら、今日始業
式を迎えることができなかった生徒達を思い、何ができるかを考える今年のスタートです。
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１２月の活動から

【わたしたちの音楽会】９日（土）
青少年対策南砂地区委員会主催で、地域の小学生に中学生の演奏を聴いてもら

うための地域行事です。今年は南砂小学校が会場でした。南中からは和太鼓部が
毎年出演し、今年も１番手でした。２時間の演奏会は大盛況に終わり、練習の成
果を発揮しました。学校紹介をした３年生Ｋさんのさりげない南
中アピールが微笑ましかったです。地区対、ＰＴＡの皆さまには
大変にお世話になりました。また、３年生の多くが参加してくれ
ました（合格祈願の演奏ですね）。

【生き方講話】１２日（金）
俳優の杉良太郎さんにご講演いただきました。母親を楽にさせたいと１５歳から刑務所の慰

問に出かけたこと。２年間カレー屋に奉公し、朝６時から夜１１時まで働き三食カレーの毎日
だったこと。その時に親切にしてもらった方々との
温かいつながり、芸能界で認められるために苦労し
たこと、カレー屋での苦労が自分を強くしたことな
どを話され、生徒の質問にも丁寧に回答いただきま
した。
最後に、闇バイトやホストの売り掛けに手を出さ

ないでほしいという願いを語られました。

【ウィンターコンサート】２１日（木）
放課後、吹奏楽部が体育館でコンサートを行いました。保護者、

生徒が集まり、演奏に盛り上がりました。終了後の椅子片付けも
学年関係なく手伝いました。小規模校だからこその温かさですね。

【天使の歌声】２２日（金）
合唱卓球部がクリスマス恒例の合唱を披露しました。「天使にラ

ブソング」の挿入歌「Hail Holy Queen」が放課後の玄関ホールに響
き、素敵なクリスマスプレゼントとなりました。

１月の行事
９日（火） 全校集会、会議（午前授業） ２２日（月） 生徒朝会、２年音楽鑑賞教室

１０日（水） 午前授業（区研修会） ２４日（水） ２年職場体験・始 放学
区連合展覧会（１３日まで） ２６日（金） ２年職場体験・終

１１日（木） 職員会議 １年・C組 校外学習
１２日（金） 学校公開、百人一首、英検 都立推薦入試
１５日（月） 朝会、委員会 ３０日（火） 避難訓練
１７日（水） 午前授業（江東区連携教育の日） ３１日（水） 放学
１９日（金） 午前授業（人権教育研究発表）
※２４日（水）、２５日（木）は２年生の給食はありません。２６日（金）は、全校給食がありません。

税の標語（江東東間税会）
佳作 Ｋ さん（３年Ａ組）

税についての作文(納税貯蓄組合連合会・国税庁)
佳作 Ｆ さん（３年Ａ組）

本年もどうぞよろしくお願いいたします


